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調湿壁材『さらりあ～と』 エコ基材〈特殊MDF〉を採用した 

環境配慮型床材『ドナウアートスリム6T』 
4
ITEMITEMITEM 11月 

発売 1
TOPICSTOPICS

マレーシア・サラワク州で奨学基金を設立 
歴代役員による相互積立金を廃

止するのに伴い、その資金を当社

と深い関係にあるマレーシアで

木材関連の勉学に励む学生を対

象に、『大建奨学資金』として約

110,000マレーシア・リンギット（日本

円で400万円）を寄付しました。

基材に寸法安定性・耐水性を向
上させた自社開発の〈特殊MDF〉
を、表面化粧材に特殊加工化粧
シート〈ニュープラパ〉を採用した、
環境負荷の非常に低い環境配
慮型床材。DAIKENが独自に
開発した最新技術をおしみなく
採用した、地球環境に配慮した
差別化製品であり、優れた耐傷性・耐久性を兼ね備えた高性能フ
ロアーです。

7月 4・6月 
発売 

5 6

2007年

3
TOPICSTOPICS

バイオマスボイラーの建設に着手 9月 
2007年

2006年度の活動と併せて、エコ

素材事業への取り組みを紹介。

2007年度の温室効果ガスの排

出量につきましては、京都議定書の

目標「1990年度比マイナス6％」

を達成できる見通しとなりました。

2
TOPICSTOPICS

『社会・環境報告書 2007』を発行 8月 
2007年

『社会・環境報告書2007』は、

当社ホームページ

（http://www.daiken.jp/）からご請求いただけます。

室内空間をからだにやさしい快適

湿度にコントロールする「調湿

機能」、住まいの4大悪臭に効果

を発揮する「消臭機能」、有害な

ホルムアルデヒドを吸着・分解する

「吸ホル機能」を併せ持つ多機

能壁材。「撥水機能」を付加した

水回り空間に最適な3タイプと、

デザイン性を追及した寝室・LDK

向けの2タイプをラインナップ。

木肌の風合いと質感を再現『レリーフアートシリーズ』 11月 発売 

木肌の風合いと質感を再現した

〈うづくり調〉シートによる“ナチュ

ラル感”と、空間にアクセントを加

える“モダンデザイン”をミックスし

た、木質内装建材の新シリーズ。

リビングドア、収納、造作材、腰壁

などトータルなラインナップで、本物

感にあふれた上質なインテリア空間を演出します。

4
TOPICSTOPICS

【調湿建材登録・表示制度】の登録第1号を取得 
調湿壁材『さらりあ～と』の性能や

品質が公正に評価され、社団

法人日本建材・住宅設備産業協

会が運用する『調湿建材登録・

表示制度』の登録第1号（表示

登録番号：T08-0001）を取得し

ました。

1月 
2008年

6
TOPICSTOPICS

中国上海市に『大建阿美昵体（上海）商貿有限公司』 
（日本名：大建アメニティ（上海）商貿有限公司）を設立 

当社にとって“中国市場の開拓・強化”は、成長戦略の重要な一つ

です。当社が、ドア・収納・床材などを生産する「大建工業（寧波）有限

公司」を中国淅江省余姚市に設立したのは2002年。以来、日本市場

での販売を中心に生産事業を進めるとともに、上海市に営業所を

設け中国市場の開拓及び販売を強化してまいりました。そして今回、

中国国内での営業活動を今まで以上に積極的に展開するため、中国

上海市に建材販売を手掛ける全額出資の現地法人を設立しました。

5月 
2008年

2
ITEMITEM

音響用システム壁材『サウンドデザインウォール』 11月 発売 

スタイリッシュなデザインと優れた

吸音性能を兼ね備えた音響用シ

ステム壁材。音を楽しむ“機能”

とインテリアとして楽しめる“デザ

イン”を兼ね備えた新感覚の音

響製品です。

5
ITEMITEM

健康快適天井材『エアフレッシュ』 11月 
発売 

生活4大悪臭を軽減する「消臭」、

室内を快適湿度にコントロール

する「調湿」、音の響きを抑える

「吸音」、有害なホルムアルデヒ

ドを吸着・分解する「吸ホル」の、

4つの機能を備えた天井材。臭

いや結露が気になる空間に最

適な天井材として、文字通り空気をフレッシュにすることで健康で

快適な空間を実現します。

3
ITEMITEM

『スタイリッシュファニチャー MiSEL（ミセル）』 2月 発売 

暮らしやインテリアなどユーザーの

好みに合わせて、リビング空間の

収納を機能的かつスタイリッシュ

にプランニングすることができる

システム収納。それぞれの空間や

ライフスタイルに合わせて、薄型・

大画面テレビと収納をスタイリッ

シュにコーディネートすることが可能で、リビングを上質なインテリア

空間へと演出します。
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2007年 2007年

2007年

2008年

2007年

2007年

製造グループ会社である会津大

建工業（株）は、温室効果ガス排出

量削減対策として、木くず・廃材

などの木材チップを主な燃料と

するバイオマスボイラーの新設に

着手しました。2008年8月の完成

を予定しております。今回、バイオ

マスボイラーを新設し重油ボイラーの使用を半減させることで、温室効

果ガスの排出量を年間8千トン削減できる見込みです。

なお、当社製造グループ会社につきましては、岡山大建工業（株）と

高萩大建工業（株）がバイオマスボイラーをそれぞれ新設し、昨年5月

から運転を行っております。

5
TOPICSTOPICS

補修部品販売サイト 
『DAIKENパーツショップ』 
を開設 

2月 
2008年

アフターサービス体制の強化推進

の一環として、アフターメンテナ

ンス用部品を販売するサイトを

DAIKENホームページに開設しま

した。同サイトにアップしております品目数は、ドア、クローク、玄関収納な

どの丁番、レバー、把手など約150点。当社ホームページにアクセスして

いただき、所定の手続きに従って必要事項をご記入いただくだけで、

必要な部品を直接ご購入いただけます。
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～エコの原点を見つめて～ 

私たちDAIKENが、木材資源を無駄なく活用できる『インシュレーションボード（IB）』の生産を開始し

て半世紀。再生資源や未利用資源を主原料とするエコ素材を開発し、その需要創造に取り組むことで

地球環境に貢献する「DAIKEN DNA」は、脈々と受け継がれています。 

環境配慮と健全経営の 
両立をいち早く始動 
1950年に入り、荒廃した国内森林の保護や、木質資源の

有効活用が大きな課題として取り上げられました。私たちは

“木質資源の保護”と“木材工業メーカーとして

の発展”という相反するテーマを両立させるため、

廃材も活用できるIBの生産を決定。環境に

配慮した企業体質での経営構築に取り

組み始めました。  
 

木質資源を無駄なく 
活用できる IBの生産を事業化 
木質資源を無駄なく活用できるIBが、地球

環境に与えるメリットは計り知れません。そこで、

1958年に資本金（当時）の25倍という巨額を投じて、

本格的なIB生産設備を持つ岡山工場を建設。社員が一丸

となって様々な課題を克服し、IB事業を推進・成長させて

きました。 
 

IBの主原料の90％は建築解体古材  
現在、IBの主原料となる木材チップの約90％は建築解体

古材で、マテリアルリサイクル（廃棄物を材料に、別製品を

作る再利用法）を推進するエコ素材として、高い評価を受

けています。また、製造過程で石化製品である接

着剤をほとんど使用せず、生産工場へのバイ

オマスボイラー導入で温室効果ガスの削

減にも寄与。原材料・製造過程・製品

（性能）のあらゆる面において環境へ

の配慮が施された製品として、IBは皆様

からご愛顧いただいています。 
 

市場のニーズに的確に対応 
発売当時から現在に至るまで、市場のニーズ

は大きく変化してきましたが、IBはそれに的確に対応

してきました。天井材に始まり、断熱下地ボード、たたみボー

ド、直近では養生ボードと絶えず新規用途開発を進めてき

ました。そして、これからもIBは進化し続けます。

 
資源循環型企業のパイオニアとして、 

新たなチャレンジへ!!  
この50年の間に、IBをはじめ製鉄の副産物

であるスラグウールを主原料とする『ダイ

ロートン』、木質材料を有効活用した

『MDF』、火山灰を独自の技術で実用化

した『ダイライト』など、再生資源や未利

用資源を主原料としたエコ素材の開発

に成功してきました。また、原材料や接着剤、

塗料、設備といった様々な分野においても、

常に改善活動を進め、品質向上、コストダウンを実

現してきました。今後も、環境重視と資源保護に取り組む資

源循環型企業のパイオニアとして、新しいチャレンジを

続け、さらなる成長を目指して参ります。

温室効果ガスの排出量において、  
京都議定書の削減目標を 
2007年度にクリア 
また、温室効果ガスの排出量削減につい

ては、重油・LPGなどの、石油系から、より

環境負荷の少ない天然ガス（LNG）へ

の燃料転換や、バイオマスボイラー

の設置を積極的に推進しています。これ

ら活動により私たちDAIKENグループは、

京都議定書の削減目標である「1990年

度比マイナス6％」を、対象期間（2008年度～

2012年度）の前年度にあたる2007年度において、すで

にクリア。現時点で、それ以上の約13％削減を達成して

います。

人 
にやさしい 

環 境 
にやさしい 

社 会 
にやさしい 

たたみボード 養生ボード 除湿工房  

IBのクッション性を
活かし、落下物や衝撃から
床表面を保護します。

吸湿スピードに優れ、天日に干すことで1年
間繰り返し使用できるIB素材の家庭用除
湿材。
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調湿性や
断熱性に優れる
IBは、日本文化を
支える「畳」の芯材と
して使用されています。
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■会社の概要 

■株主メモ 

■役員 

■株式の状況 ■株式分布状況 

■大株主の状況 

昭和20年9月26日

131億5,003万9,080円

住宅・建設資材関連事業
・住宅及び建設用資材  繊維板（木質、ロックウール）、ＶＳＦ（ダイライト）、
    　　　　　　　　　　ＭＤＦ、無機板、住宅機器、

　　　　　　　　　　　 その他建材等の製造、仕入、販売

本　　　　　　　　　店  富山県南砺市井波１番地1

本 社 大 阪 事 務 所  大阪市北区堂島1丁目6番２０号

東 京 事 務 所 東京都中央区日本橋本町2丁目7番1号

営 　 業 　 所 札幌、仙台、長野、宇都宮、東京、名古屋、金沢、
　　　　　　　　　　　　 大阪、広島、高松、福岡 他 計56ケ所

海 外 営 業 拠 点 上海、北京、シンガポール、ミリ（マレーシア）、
　　　　　　　　　　　　　チェナイ（インド）、ソウル、シアトル
国 内 生 産 工 場

設 立 年月日  

資 本 金  

主要な事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成20年6月27日現在）

（平成20年6月27日現在）

■発行可能株式総数 ：
■発行済株式の総数  ：
■株主数 ：

398,218,000株

130,875,219株

6,604名

株主名
当社への出資状況

持株数（千株） 持株比率（％）

伊藤忠商事株式会社  

伊 藤 忠 建 材株式会社  

株式会社三井住友銀行 

三井住友海上火災保険株式会社 

住友生命保険相互会社 

住友信託銀行株式会社 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 

株式会社みずほコーポレート銀行 

日本生命保険相互会社 

 

20,696 

5,480 

4,934 

4,880 

4,656 

4,440 

4,090 

4,054 

3,500 

3,409

15.81 

4.19 

3.77 

3.73 

3.56 

3.39 

3.13 

3.10 

2.67 

2.61 

 

住宅・建設工事関連事業
・エ ン ジ ニ アリング 集合住宅・中高層ビル・文教施設等の内装工事、

    　　　　　　　　　　　工事部材の製造、仕入、販売、

　　　　　　　　　　　　設計・施工コンサルタント業務、技術指導等

・工　業　用　資　材  繊維板等の製造、仕入、販売
・木 材 及 び 木 製 品  原木、製材品等の仕入、販売

・住　　宅　　事　　業  当社製品を使用した住宅の販売

井波大建工業株式会社≪富山県南砺市≫、中部大建工業株式会社≪名古屋市≫、
岡山大建工業株式会社≪岡山市≫、高萩大建工業株式会社≪茨城県高萩市≫、
富山大建工業株式会社≪富山県射水市≫、三重ダイケン株式会社≪津市≫、
会津大建工業株式会社≪福島県会津若松市≫、株式会社ダイウッド≪三重県伊賀市≫、
株式会社ダイフィット≪鳥取県倉吉市≫、株式会社ダイタック≪岡山市≫、
株式会社サンキ≪富山県高岡市≫、富山住機株式会社≪富山県砺波市≫、
セトウチ化工株式会社≪岡山市≫

大建工業（寧波）有限公司（中国）、DAIKEN MIRI SDN. BHD.（マレーシア）、
DAIKEN SARAWAK SDN. BHD.（マレーシア）

海 外 生 産 工 場

井　邉　 博　行 

澤　木　 良　次 

藤　井　 克　巳 

竹　倉　　 　二 

林　　　 敏　男 

金　坂 　和　正 

加　藤 　猛　雄 

伊　藤      章　倫 

岩　本      真　一 

長谷川      泰　之 

億　田      正　則 

 

 

常 勤 監 査 役  

常 勤 監 査 役  

社 外 監 査 役  

社 外 監 査 役  

浦　塚　 篤　志 

三　坂 　直　彦 

吉　田      朋　史 

柴　田 　敏　晶 

 
執 行 役 員 社 長  

執行役員副社長  

専 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

常 務 執 行 役 員  

上 席 執 行 役 員  

上 席 執 行 役 員  

上 席 執 行 役 員  

上 席 執 行 役 員  

上 席 執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

 

 

伊　藤　　章　倫 

岩　本      真　一 

長谷川      泰　之 

億　田      正　則 

山　中　　健　司 

津　田　　康　次 

酒　井      敏　男 

作　田      順　一 

吉　原　   修　一 

谷　津      正　美 

島　田      睦　博 

今　村      喜久雄 

 

所有者別 
株式数 

地域別 
株主数 

海外 
57名・3,478,346株 0.86％

北海道地方 
51名・175,081株 0.77％

東北地方 
113名・

601,032株 1.71％

関東地方 
1,845名・

91,003,556株 27.94％

九州地方 
258名・666,007株 3.90％

四国地方 
222名・558,870株
3.36％

中部地方 
1,336名・

7,706,258株 20.23％

中国地方 
496名・2,188,957株
7.50％

近畿地方 
2,226名・24,497,112株
33.73％

一般法人 
146名・44,909,449株 
34.30％

外国人 
59名・3,540,846株 2.71％

証券会社 
38名・522,569株 0.40％

金融機関 
56名・57,507,958株

43.95％

個人・その他 
6,304名・23,312,088株

17.81％

自己名義株式 
1名・1,082,309株
0.83％

事 業 年 度  

定 時 株 主 総 会  

基 準 日  

 

株 主 名 簿 管 理 人  

 

同 事 務 取 扱 場 所  

毎年4月1日から翌年3月３１日まで

毎年6月開催

定時株主総会　毎年3月31日
期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月３０日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社
　
大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 郵 便 物 送 付 先 ） 
 
 
 
（ 電 話 照 会 先 ） 

 
インターネットホームページ 
U             R             L 
 
同　　取　　次　　所 
 
公　告　の　方　法 
 

上 場 証 券 取 引 所  
 
 

〒183-8701
東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社　証券代行部

（住所変更等用紙のご請求）　0120-175-417
（その他のご照会）　　　　　 0120-176-417

http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/
retail/service/daiko/index.html

住友信託銀行株式会社　全国各支店

電子公告（当社のホームページに掲載する。）

大阪、東京証券取引所

〈http://www.daiken.jp/〉

本社及び事業所 

（平成20年3月31日現在） （平成20年3月31日現在）

（平成20年3月31日現在）
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代 表 取 締 役  
取 締 役 会 長  
 

代 表 取 締 役  
取 締 役 社 長  
 

代 表 取 締 役  
取 締 役 副 社 長  
 

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

 

 

取 締 役  

 

監 査 役  

 

執 行 役 員  

澤　木　 良　次 

藤　井　 克　巳 

竹　倉　      　二 

奥　野      正　寛 

林　　　 敏　男 

金　坂 　和　正 

太　田　　史　郎 

加　藤 　猛　雄 
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